
新着・お薦め図書

閉館日・閉室日
泗水図書館　　　　月曜日・月末・祝日
中央公民館図書室　火曜日・第１日曜日・祝日
七城公民館図書室　日曜日・祝日
旭志公民館図書室　日曜日・祝日

菊池市図書館ホームページ　http://www.kikuchi-lib.jp/

司書のつぶやき
夏の暑さも一段落。「読書の秋」
がやってきました。　ホタル

耳より情報

泗水図書館
　夢の歌から
　陸王
　最強の経営者
　ジニのパズル
　「本の寺子屋」が地方を創る
　毎朝、服に迷わない
　なきむしこぞう
　まよいが（えほん遠野物語）
中央公民館図書室
　コーヒーが冷めないうちに
　ジャッジメント 
　千年ジュリエット
　死の舞い
　フリージング幼児食
　キキに出会った人びと 
　ようこそなぞなぞしょうがっこうへ
七城公民館図書室
　サラリーマン川柳むちゃうけ傑作選
　主夫のトモロー
　うたたねネックルとネムのくに
　しかけがいっぱい!紙でつくる楽しいお家
旭志公民館図書室
　希望荘
　「ありがとう」がエンドレス
　ぼくらはうまいもんフライヤーズ
　小学生の勝つ剣道  苦手克服の強化書
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泗水図書館　　　  ☎ 0968（38）6866
中央公民館図書室　☎ 0968（25）1672
七城公民館図書室　☎ 0968（25）1580
旭志公民館図書室　☎ 0968（37）3111　
                           　 内線 303

　中央公民館図書室は、本や雑誌・紙芝居など約３万冊
を所蔵しており、小さな文字が苦手な人には日本文学の
名作を大きな文字で読める「デカ文字文庫」をお薦めし
ています。また、読み聞かせボランティアに活用できる
「大型絵本」をはじめ、「紙芝居」も多数用意しています。
　毎週土曜日には、「きくちおはなしのもり・おはなし
かい」や「中央おはなし会」「中央おたのしみ会」を開
催しています。９月の中央おたのしみ会は「秋のぬり
え」です。

中央公民館図書室です!

七城公民館図書室 イベント
●本を借りてガチャガチャを回そう!　
　七城公民館図書室で本を借りるとガチャガチャが回せま
す。アタリが出たらすてきな賞品ゲット!

期　間　９月30日㈮まで
対　象　期間中に七城公民館図書室で
　　　　本を借りた人

七城公民館図書室 おはなし会
　毎月第２土曜日に変更しました。図書室の司書が時期に
合わせた絵本や紙芝居の読み聞かせをします。誰でも参加
できますので、ぜひ遊びに来てください。

と　き　９月10日㈯　午後２時～
ところ　七城公民館図書室
　　　　絵本コーナー

中央公民館図書室中央公民館図書室
こんにちは

みなさまのお越
しを

司書一同
お待ちしていま

す!!

中央公民館のとなり１階にあります。
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